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『暑さ寒さも彼岸まで』 春分と
'

の長さがほぼ同じです。しかも、太 |

みます。こうした右にも左にも偏ら|

の説かれた教えと重ね合わせ 「中道

まだまだ残暑が厳しく、秋が来たと目には鮮やかに見えないけれど、これまでとは違 う

風の音には驚かされる。もう秋が来たと感じずにはいられないと言う気持ち、四季を大事

にしてほんの僅かな変化も敏感に捉えることができる日本人の感性が溢れています。

厳しい残暑の中にも、静かな時の流れと共に季節は移ろい、天高くどこまでも澄んだ空、

気流に乗つた絹のような雲、そよそよと薄を揺らす風、虫たちの鳴き声と艶やかに咲く彼

岸花、満天の星空の下で秋の夜長を楽しむ、そんな本格的な秋の訪れがもうそこまでやっ

教行事になったようです。考えてみれば、この世界のすべてのものは、上下、前後、好き

嫌い、重い軽い、左右、善悪、明暗、交感神経と副交感神経などというように対極するも

のの中でバランスをとつています。対立するどちらにも偏らず、どちらも見ながらどちら

も生かしていく歩みを「中道」というのです。

お彼岸とは「パーラミーター」という古代インド語を漢訳したものです。摩訂般若波羅

蜜多心経の波羅蜜多 (は らみつた)の ことであって「到彼岸」と訳します。仏教では、い

ろいろな欲望や迷い悩み多いこの現実世界を「此岸」 (しがん)と いい、苦しみのない理

想世界を「彼岸」 (ひがん)と教えます。迷いの比の岸を去って悟 りの彼岸に渡り達する

という意味になります。

彼岸に渡る方法として、1.布施 (め ぐみ)2.持戒 (つつしみ)3.忍辱 (しのび)

4.精進 (はげみ)5.禅定 (しずけさ)6.智慧 (ち え)の六波羅密と申しますが、こ

の六つの実践が人生の「中道Jと いうことになるでしょう。

1、 布施とは、施し尽くしても結果を求めない。世間には「私は施したくても施すものが

ありません、世話をしたくてもそれだけの力がありませんJと 言う方もおりますが、日

常人々に笑顔で接したり、荷物を持つてあげる。お年寄りには手をかし席を譲るという

ことも布施なのです。われもひとも共に喜ぶところに真の幸福があります。経済的に豊

かであつても「他に施す」ことができなければ富める人とはいえません。

2、 持戒とは、教えにつつまれて生きる。一般的には戒は「制止」と解釈しがちですが、

正しく目覚め正しく生活するための規矩であり、禁止という規制事項を他から強制され

るものではないのです。禅寺では玄関に「脚下照顧」の文字をよく見受けます。履き物

をそろえるという意味もありますが、自己の足元を見るということは「持戒」にはかな

りません。 裏 面 に 続 く



3、 忍辱は、忍辱は辱めを堪え忍ぶ とい う字義ですが、辱めを自我の

堪忍袋に入れるのではなく、「空性Jな る無我の堪忍袋に入れて忍

辱によって心を浄めることです。いわゆるこの忍辱は我慢 とは違い

ます。忍辱 とは、単に耐え忍ぶ とい うことではなく、ののしりや辱

めを受けても相手に悪意や怨みをいだかないでよく耐え忍ぶ道であ

り行です。

4、 精進は、道元禅師は精進を「諸々の善法において勤修すること無間なるを精進」であ

ると示されます。ただ頑張るとい うのは努力にはなりますが精進にはなりません。精進

の本来の意味は 「正 しいことに向かつて怠ることなく努力すること」です。何に努める

のか、その努力の方向が誤っていたら、頑張るほど道からずれてしま うことは申すまで

もありません。

5、 禅定とは、身 と呼吸を調え心が静かに坐ること。 日々のあわただしい中であっても、

わずかの端坐で心を落ちつけることができます。心が静かになると本来の感性がよみが

えり、今まで聞こえなかった鳥の声や風の音が聞こえてきます。今まで見えなかった諸

法もしっか り見えてくるのです。

6、 智慧 とは、仏の深い洞察力です。『正法眼蔵 (現成公案 )』 では 「仏道を習 うとい うは

自己を習 うなり、自己を習 うとい うは自己を忘るるなり 。・・」 と示されています。

自分の人生は自分で責任を持ち、自分で豊かにするしかありません。教えを説かれ護 り

伝えられた仏菩薩を恭敬することは当然ではありますが、自分を認め、自分を励まし、

自分を高め、仏性を開花 させるるとい うことは他ならぬこの 「自分Jと い うことです。

以上かいつまんで六波羅蜜について申し述べました。

国民の祝 日に関する法律の中に、春分の 日は 「自然をたたえ、

生物をいつくしむ 日」、秋分の 日は 「祖先を敬い亡くなった人々

を偲ぶ 日Jと 定められています。そ して、現在の 日本では春分

の 日も秋分の 日も共にお彼岸の中日として、国民の間に定着 し、

宗派を超 えてお墓参 りに行 くことが一般的な習俗 となつていま

す。

お彼岸にはお墓参 りをしますが、その時にかかせないのが、

水、塗香、花、線香、飲食、灯明などを供えることは六波羅蜜

を実践することになるとい うお示 しもあ ります。 即ち水はす

べての生育の基 となるもので 「布施」。塗香は悪臭を除き身心を

爽快にするとい うことで 「持戒 J。 花は人の心をやわらげ、怒 り

を鎮めるのは「忍辱」。線香は火のともつている間は芳香を漂わせるので「精進」。飲食は

オハギのような供物を食すと気分が落ち着くので「禅定」。灯明は「自灯明 。法灯明」の

教示のように、暗夜の荒海の中の灯台の如く、安心をもたらす確固なる拠り所たる「智慧」

のことでしょう。 自分という存在はご先祖さまあっての自分であり、私どもを取り巻く

自然もご先祖さまあっての存在です。お彼岸は、ご先祖さまあっての自分の存在に思いを

はせ、生きているこの命に感謝をするという仏教徒にとつて大切な行事なのです。


